
様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

平成２９年 ６月２３日 

愛 知 県 知 事 殿 

提出者 

住 所 犬山市大字羽黒新田不二見坂1-5 

氏 名  敷島製パン株式会社 犬山工場 

工場長 尾之内 文博 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号   ０５６８－６７－０７７１  

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 敷島製パン株式会社 犬山工場 

事 業 場 の 所 在 地 犬山市大字羽黒新田不二見坂１－５ 

計 画 期 間 平成２９年４月１日 ～ 平成３０年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事 業 の 種 類 ０９食料品製造業

②事 業 の 規 模 別紙のとおり

③従 業 員 数 ５７２名

④産業廃棄物の一連

の処理の工程
別紙のとおり 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

 別紙のとおり 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

① 現状

【前年度（ ２８ 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 

排 出 量 １８８０ｔ ４３８ｔ

（これまでに実施した取組） 

・現場における廃棄物の分別を徹底した。 

・廃棄物保管場所を適正に管理した。 

・できる限り不要原料を廃水へ流さない。 

・ビニール袋に入ったフィリングを手絞りしていた為、残量が 

出ていたので、ローラー型フィリング絞り機を導入し残査量の 

削減を図った。 

②計画

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 

排 出 量 １８５０ｔ ４３０ｔ

（今後実施する予定の取組） 

・現状維持に努める。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・動植物性残渣（パン屑・落ち生地等）、廃プラスチック（焼却・リ

サイクル）、紙類（ダンボール・古紙）、鉄屑、蛍光灯等をそれぞれに

分別し保管している。 

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・廃プラスチックの中で、サーマルリサイクルとマテリアルリサイク

ルできるものの分別強化をする。 



（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

① 現状

【前年度（ ２８ 年度）実績】 

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

（これまでに実施した取組） 

・実施していない。 

②計画

【目標】 

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組） 

・実施する予定はない。 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

① 現状

【前年度（ ２８ 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
０ｔ ０ｔ

自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量 
１６５５ｔ ０ｔ

（これまでに実施した取組） 

・脱水効率をよくするために脱水汚泥を出来る限り濃縮した。 

・生地の分割・丸目工程で出ていた廃食物油を売却することで 

汚泥の発生量を削減した。 

②計画

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
０ｔ ０ｔ

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量 
１６５０ｔ ０ｔ

（今後実施する予定の取組） 

・脱水効率をよくするために脱水汚泥を出来る限り濃縮する。 

・工場全体で節水に努める。 



（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

① 現状

【前年度（ ２８ 年度）実績】 

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組） 

・実施していない。 

②計画

【目標】 

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組） 

・実施する予定はない。 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

① 現状

【前年度（ ２８ 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 

全 処 理 委 託 量 ２２５ｔ ４３８ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量 
２２５ｔ ２８１ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ １６４ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ０ｔ

（これまでに実施した取組） 

・再生利用業者を変更したことにより９０％以上再生利用していま

す。 



（第５面） 

②計画

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 

全 処 理 委 託 量 ２２０ｔ ４３５ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量 
２２０ｔ ４３５ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ２５ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ０ｔ

（今後実施する予定の取組） 

・委託先処理業者には定期的に実地確認を実施する。 

※事務処理欄 



（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 



事業の内容

敷島製パン㈱犬山工場

（１）製造概要

当工場は昭和４２年５月犬山工場団地内に設立された食品工場です。

敷地面積 ４６，３５９㎡

建築延べ面積 ３５，１２８㎡

生産ライン １０ライン

従業員数 ５７２名

主原料 小麦粉・砂糖・イースト・油脂

製品 パン及び菓子類約１１５品種を製造

生産金額 １８４億円（平成２８年度）

（２）事業展望

当工場はパンを核にした食品関連事業分野で､生活者が求める商品・サービスを

いち早く開発・提供し、安心更には信頼される企業を目指し、パン類を主体に

製造･卸･販売等を行っております。この１0年来スーパーやコンビニエンス

ストアーとの取引が増加し､同業者間の競争が激しく､又価格破壊による製品

価格の低下､食品衛生強化等で事業活動が厳しい環境にあり、更に世界的な異常

気象により小麦粉他原料が高騰したり世界同時不況による経済の低迷により

売上が低下して生産金額は伸び悩んでいます。

今後､新製品開発を促進し､製造･販売一体となってＴＰＭ活動を進めて経常利益を

上げるように取り組んでいます。

2008年4月よりISO 22000を導入し食品衛生面を強化するとともに2015年1月

からFSSC 22000を取得する為に、食品安全面を強化するように進めています。

ＴＰＭとは､故障ゼロ，不良ゼロ，など設備のロスやムダを徹底的に排除し設備

効率の極限化によって、企業の業績向上と生きがいのある職場つくりをするのが

ねらいの活動です。すなわち機械故障やチョコ停を無くすことによって

廃プラスチック（Ａ）（不良包装紙）や動植物性残渣（不良製品及び不要生地）を

少なくしていくことができます。

（３）生産設備の状況

工場の設備は全体に老朽化が進んでいますので、平成１5年9月より5ヵ年計画で

西面建物・ユーティリティー･食パン・菓子パン改修工事を進め平成１７年２月

完成しました。

この時廃棄物の発生抑制･分別･保管等を考え動植物性残渣，廃プラスチックＡ，紙

ダンボール，缶類は工場内に、また廃プラスチックＢ，金属屑，廃油（鉱物油），

ガラス廃蛍光灯類を工場外建屋､屋内に分別保管するようにしました。



製造・加工品名

食パン

廃食油

再利用
廃プラスチッ
ク

売却 動植物性残渣

処分
廃プラスチッ
ク廃棄物 分別

紙類

ビン類

排出事業所産業廃棄物発生工程状況報告書

　平成 ２９年　６月　　日

 産業廃棄物を発生する製造・加工工程(フローシート)

包装

廃プラスチック
動植物性残渣

各ライン排出

再利用副原料

原料 焼成 廃水 廃水処理施設冷却 出荷

混合 分割丸目醗酵 醗酵

廃食油

廃食油

紙類
廃プラスック

仕上げ混合 分割整形

醗酵混合

廃プラスチック

醗酵粉篩

菓子パン

原料 粉篩

原料

混合

溶解

原料

副原料

洋菓子

紙類

廃プラスチック

各ライン，機器，製品洗浄

廃プラスチック
動植物性残渣

動植物性残渣

副原料

排
出
事
業
者

業
務
概
要

原料 溶解

動植物性残渣

廃プラスチック

動植物性残渣

包装
廃プラスチック
動植物性残渣

焼成

紙類

出荷包装丸目混合 冷却

動植物性残渣

醗酵 分割 焼成

廃プラスチッ
ク

敷島製パン株式会社　犬山工場

工場長　　尾之内　文博
０５６８（６７）０７７１

食パン・菓子パン・生洋菓子

愛知県犬山市大字羽黒新田字不二見坂1-5

小麦粉を主原料にてパン・生菓子類の製造業

冷却

脱水汚泥

処理水

出荷

住　　所

氏名又は名称

又は代表者
電話番号

整形

動植物性残渣

醗酵

整形



汚泥

　・落ち生地

　・戻り品

　・パン　菓子屑

　・包材屑　・容器

　・機械部品

　･廃ﾊ゚ﾝ箱

 廃ﾌ゚ﾗｽﾁｯｸ

技術管理者 特別管理廃棄物管理者 処 理 廃 棄 物 名

脱水機 PCB含有物  動植物残渣 　廃ﾌ゚ﾗｽﾁｯｸ

伊 藤 尊 昭
yʼ ғӖɛ@̤̓zΩӮΔÊÔÃÎË

©Ҹ ¢

寺　島　
美　樹

太 田 信 幸

総務ｸ゙ﾙーﾌ゚ﾏﾈーｼ゙ｬー

営業管理ｸ゙ﾙーﾌ゚ﾏﾈーｼ゙ｬー

製品一課長

施設管理者 処 理 担 当 責 任 者 減量担当責任者

設備課長
総務ｸ゙ﾙーﾌ゚

設備課長 製品一課長
生産管理ｸ゙ﾙーﾌ゚ﾏﾈーｼ゙ｬー

ﾏﾈーｼ゙ｬー 製造課長

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年度　産業廃棄物管理組織図　　　　
　　　　　　敷島製パン㈱犬山工場

産業廃棄物総括管理責任者

ウエストカンパニー　　生産統括部長

管　理　責　任　者

工　場　長  　尾之内　文　博 営　業　部　長



廃水処理工程

雑廃水 （寮・社宅・事務所棟・工場一部）

（工場北東）
（工場北 　）

凝集剤（ﾎ゚ﾘ鉄）

中和剤（ｶｾｲｿーﾀ゙）

敷島製パン㈱　犬山工場

（女子寮東）

Ｍ
△
△

第２ポンプ槽

工場廃水調整槽 雑廃水調整槽

細目スクリーン 細目スクリーン

緊急調整槽

ポンプ槽

工場廃水

ポンプ槽

Ｍ

汚泥脱水処理水

第１ポンプ槽

中和反応槽

Ｍ
△
△

エア圧縮機

△
△補助剤(高分子凝集材)

圧力調節機

中和反応槽

△
△

Ｍ

エア圧縮機

PH

△
△

圧力調節機
△
△

PH

凝集剤（ｶﾁｵﾝｱﾆｵﾝ）補助剤(消石灰･ﾎ゚ﾘ鉄)

加圧
ポンプ

凝集反応槽

△
△

△ 浮上汚泥槽△
△ 処理水槽

　フローティション

Ｍ Ｍ

加圧水
タンク

圧力調整弁

△

空気

加圧
ポンプ

△
△

△
タンク

浮上汚泥槽

汚泥タンク

Ｍ

△
△ 処理水槽

　フローティション
△

余剰汚泥 返送汚泥

(マグネシュム）

脱水汚泥
(ｺﾝﾃﾅ）

ｱﾝｽﾗｻｲﾄ濾過機

栄養塩類(窒素ﾘﾝ鉄）

△

産業廃棄物
（業者処分）

△

流量計洗浄用水 負荷量演算器

最終放流水

処理水槽圧力タンク ＵＶ計

ブロア
空気

ポンプ槽

沈殿槽

第6～8曝気槽

汚泥タンク

スクリュー
脱水機

 第2～5曝気槽

窒素リン

 第１曝気槽活性
汚泥槽

汚泥
貯溜槽

PH



敷島製パン㈱犬山工場廃棄物保管場所

縮尺はノンスケールです

犬山工場１階配置図

ＰＣＢ含有電気機

犬山工場２階配置図

動植物性残さ

動植物性残さ

廃水処理施設

汚泥脱水施設

廃プラスッチクＢ

廃油鉄屑
廃蛍光灯

廃プラスッチクＡ
動植物性残さ空缶

ダンボール紙袋
廃食物油




